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 【都市計画規制】 

地域地区 近隣商業地域 容積率／建ぺい率 300/80 

防火地区 日影地区 (二)5-3h 4.0ｍ 

第３種高度地区 都市計画道路 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 用途地域図 

 

【景観計画】 

 

 

 

 

 

 

 

１）法規制、条例等-1 

２．史跡指定地及び周辺地区の現況 ―③社会的環境 

 

 

■府中崖線景観形成推進地区における景観形成の目標及び方針 

○景観形成の目標 

ア 既存の緑や湧水地、地形などを保全するとともに、修景や整備、案内板の設置などにより、連続性の

ある景観を形成していきます。 

イ 崖線沿いの散歩道の整備、坂道の修景などを図り、市民が日常的に親しめる景観としていきます。 

ウ 崖線周辺の住宅、擁壁等の緑化、修景を進めるとともに、崖線への視界や崖線からの眺望に配慮した

景観形成を進めます。 

○景観形成の方針（景観法第８条第２項第２号） 

崖線に残る斜面緑地は都市に残る貴重な自然資源です。建築物の設計に当たっては、従前の地形を生かす

とともに既存の緑を残します。 

ア 崖線の地形を生かす 

・ 切土や盛土をきめ細かくすることで従前の地形を残します。 

・ 建築物は地形になじませるように分節化します。 

・ 屋根や壁面は自然に調和した素材や色彩とします。 

イ 連続した緑をつくる 

・ 斜面の既存樹木はできるだけ残すような建物の配置とします。 

・ 緑地部分の造成を行う場合は、地表面の修復や高木の植栽により緑化します。 

・ やむを得ず擁壁とした場合もツタなどで覆い緑化します。 

ウ 湧水の保全 

・ 地下水の流れを断ち切らないような建物の立地とします。 

・ 透水性舗装など地下水を涵養する配慮をします。 

○景観特性に応じて景観計画区域の地区を区分し、地区ごとに個別の方針及び基準を定めている。 

○本史跡は「府中崖線景観形成推進地区」に指定され、崖線の既存の緑や地形の保全とともに、崖線沿

いの散歩道や坂道の修景、崖線への視界や崖線からの眺望に配慮した景観形成を進めることとしてい

る。 

(御殿地地区) 

(御殿地地区) 

 

武蔵国府跡 

 

武蔵国府跡 
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  【府中崖線景観形成推進地区における景観形成基準】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観協定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）法規制、条例等-2 

２．史跡指定地及び周辺地区の現況 ―③社会的環境 

 

○府中市では、景観法の規定に基づき、景観計画区域内の一団の土地所有者等の全員の合意により、当該

土地の区域における良好な景観の形成に関して締結される協定制度がある。景観協定は、景観行政団

体（府中市）の長の認可により、一定の法的効力が生じるものである。 

○隣接するマンションとの景観協定の内容は次のとおり。 

■ザ・ミレニアムフォート府中御殿坂景観協定 

景観協定区域内における建築物、工作物、緑化、屋外広告物などに関

する基準を定め、北側に隣接する国史跡武蔵国府跡（御殿地地区）及び

区域内からの多摩の よこやまの見え方への配慮、並びに、御殿地地区

との一体感の創出を増進し、かつ、周辺との良好な景観と環境を形成す

ることにより、利用者が愛着を持ち魅力 を感じる景観の形成を促進し、

府中本町駅前地区の快適な環境の形成に資することを目的とする。 

決定年月日  平成 24 年 1 月 23 日 

認可年月日  平成 24 年 3 月 1 日 

位置   本町 1 丁目 14 番 32 

面積   6,093.70 ㎡ 

 有効期間  認可日から 5 年間 

○主な内容 建築物の形態意匠、位置、用途及び建築設備などに関する基準、工作物、緑化等について定

めるうち、公開空地については、次の内容が示されている。 

〈公開空地〉 

・フェンス、植栽等：公開空地の周囲に設置するフェンス、植栽等は、公開空地からの多摩のよこやま

の見え方に配慮し、眺望を妨げないものとする。 

・デザイン：デザイン等については、公開空地と御殿地地区との一体感を創出するため、次の事項に配

慮するものとする。 

       ・御殿地地区との境界部分には、段差を生じさせてはならない。また、柵及びフェンス等の

障害物を設けてはならない。ただし、御殿地地区の管理者と協議し、同意を得た場合は

この限りではない。       

       ・御殿地地区から公開空地への通行を妨げてはならないものとする。 

       ・公開空地の造りこみは、御殿地地区の造りこみ、デザイン等と調和させ、違和感を感じさ

せないものとする。また、御殿地地区の整備を行う際には、御殿地地区の管理者と協議

し、必要な協力を行うこととする。 

・維持・保全：不特定多数の利用者が快適に利用できるよう、公開空地の状態を保全し、植栽の適正な

維持管理や設備等の安全性の確保に努める。 

・緑化：府中崖線の植生（しょくせい）や緑の連続性及び御殿地地区との一体感の創出に配慮したもの

とする。ただし、御殿地地区の管理者と協議し、了承を得た場合は、この限りではない。 

・照明：周辺環境との調和に配慮した形態や色彩とし、特に御殿地地区との一体感の創出に配慮したも

のとする。 

・屋外広告物等：屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置については、第 8条にある規

定に準ずる。 

○府中市景観計画では「景観形成推進地区」を定めており、そのうち「府中崖線景観形成推進

地区」が当地区に関連する。その区域は、府中崖線及び府中崖線と一体となって景観をつく

りだしている府中崖線を中心におおむね 200ｍ程度の範囲を対象としている。 

○ここでは、①既存の緑や湧水地、地形などを保全するとともに、崖線沿いの散歩道の整備、

坂道の修景などを図ること、②市民が日常的に親しめる景観づくりをすること、また、③ 崖

線周辺の住宅、擁壁等の緑化、修景を進め、崖線への視界や崖線からの眺望に配慮した景観

形成を進めること、を目的としている。 

○景観形成の方針 

ア 崖線の地形を生かす／イ 連続した緑をつくる／ウ 湧水の保全 

○行為の制限に関する事項 

 ア建築物の建築等：届出対象行為：建築物の高さ≧２０ｍ又は延べ面積≧３，０００㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他、工作物についても規定している 
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【総合計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光振興プラン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○最重点施策のイメージ 

  《テーマ性が高く四季を通じて魅力のある観光メニュー（コースの開発）》実施時期 前期・後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．史跡指定地及び周辺地区の現況 ―③社会的環境 

 

○平成 24 年７月策定の観光振興プランでは、今後、特に観光旅行のスタイルの変化と合わせてイベント

と結びついた観光施策を重視している。 

○現在の第５次総合計画は発掘以前に策定されたものであり、「歴史文化遺産の保存と活用」施策の一環と

しての位置づけとなるが、第６次総合計画の検討の中では史跡指定地について特記するよう検討してい

る。 

２）行政計画、まちづくり政策等における位置づけ 

■史跡指定地と関係が深い施策の抜粋 

１．観光資源の魅力向上  

(1)地域の魅力向上  

⑤新たな観光拠点施設等の整備          →武蔵国府跡（家康御殿跡）の整備 

⑥市内外を含む広域的な観光施設・資源間の連携強化→旧武蔵国の広域観光を促進する組織づくり 

 ２．情報の発信とニーズの収集 

(2)情報に接する機会の創出 

  ②祭り・イベント時を活用した情報影響・ＰＲ   →くらやみ祭りのﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞの導入 

３．おもてなしの受け入れ態勢づくり 

  ③市内の観光資源を学び、体験する機会の充実    

→武蔵国府を体感できるイベントとしての「武蔵府中ふるさとまつり」の開催東 

４．多様な主体の連携による施策の推進体制づくり 

(1)観光振興のための協働体制の構築  

③周辺自治体等との連携による広域観光の推進体制の構築 

→旧武蔵国の広域観光を促進する組織づくり 
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【土地利用現況】（平成 19 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【道路基盤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）市街地状況 

２．史跡指定地及び周辺地区の現況 ―③社会的環境 

○駅周辺地区ではあるが、周辺の土地利用のうち、府中街道の反対側は小規模な専用独立住宅と中高層マンシ

ョンが多い。北部は大規模商業施設とその周囲には若干の商業集積がみられるが、南側には商業施設がほと

んどない。 

○旧甲州街道以北では再開発が進んでおり、商業集積が著しいが一区画外側では住宅が主体となっている。 

○史跡指定地の東部には府中街道（幅員 16ｍ）、北部には主要地方道 20 号府中相模原線（幅員

16ｍ）がある。いずれも整備済みとなっている。 

○府中本町駅北部に交通広場、駅東部から東京競馬場への歩行者通路が整備されている 

武蔵国府跡 

（御殿地地区） 府中本町駅東（写真奥：東京競馬場

への歩行者通路） 

史跡指定地北部の府中相模原線 

史跡指定地内から眺める東京競馬

場への歩行者通路 

史跡指定地東部の府中街道 
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【地域の祭事、イベントについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【JR 府中本町駅の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光人口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）交流人口／観光資源や集客状況 

２．史跡指定地及び周辺地区の現況 ―③社会的環境 

 

■観光資源・イベントの入込客数 

・くらやみ祭は約７０万人と府中市のイベントで最も多くの観光客を集めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＪＲＡ東京競馬場入場者数 

・ＪＲＡ 東京競馬場の入場者数は１日平均 4.7 万人（H21 事業年度） 多くは府中本町駅を利用 

 

 

 

 

 

 

 

出典：観光振興プラン 

 

○本史跡指定地に隣接するＪＲ府中本町駅の乗客数について、１日平均乗客人数は約 17000 人、定期利

用者は全体の約４割となっている 

  

 《参考》２０１２年５月２７日（日）ダービー入場者数：１１万５４０７人。 

晴天に恵まれたこともあり、前年比 140.3％とアップ。売得金も 353 億 4600 万 6200 円（同 122％）

で、うちダービーは 227 億 446 万 2000 円（同 114.2％）。入場、売り上げともに前年を上回った。 

 

■大國魂神社境内における祭事、イベント概要 

１月  初詣 

２月３日 節分祭： 

→「福は内」の声とともに福を呼ぶ豆がまかれ、大勢

の人でにぎわう。 

５月３～６日 くらやみ祭（例大祭）： 

→5/5 の夕刻の御輿渡御を中心に行われる祭。山車

の上では府中囃子が奏でられ、大太鼓、威勢のい

いかけ声とともに担ぎ出される御輿など。 

７月２０日 すもも祭 

   →大國魂神社の参道にスモモを売る店が並ぶ 

８月１日 八朔相撲祭 

８月上旬 商工祭 

→商工業のイベント。お店や展示、ステージでショー

が行われる。 

９月２７・２８日 くり祭・献灯祭 

１１月酉の日 酉の市 

１２月 晦日市 

 

 

■武蔵府中ふるさとまつりにおける史跡指定地の活用 

2011 年 10 月 9日に行われた武蔵府中ふるさとまつりにおいて、本史跡指定地を会場として「徳川家康の

鷹狩再現！放鷹術実演会」イベントが行われた。（今年度も実施予定） 

徳川家康の鷹狩の宿泊場所であった府中御殿跡で、家康が好きだった鷹狩を再現する放鷹術実演会を

行うことは、御殿地地区の活用という意味でも大変意義あることだと思われる。 

当日は大勢の見学者が集まり、駅舎からも見学する人がいました。 

上：http://fuchu.happy-town.net/t_culture/00012918.html 
中：http://www.ookunitamajinja.or.jp/matsuri/kurayami.html 

下：http://www.arai-motors.com/fucyu/archives/2011/08/post_77.html 

初詣 

くらやみ祭 

商工祭 

http://yaplog.jp/tokyo-fuchu/image/442/1543 

 

http://members3.jcom.home.ne.jp/tokyo.f
uchu/fuchu-topics.htm 
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１）史跡の保存・活用に関する市民等の意向 

２．史跡指定地及び周辺地区の現況 ―③社会的環境 

 

○市内からの来訪者が約６割、市外からの来訪者が約４割となっている。 

○遺構が印象に残ったという回答が約５割を占める。 

○遺構の中でも特に近世につくられた井戸への関心が最も高く（約 30％）、次いで史跡指定地の規模、ス

ケール感に対する関心（約 14％）が高い。 

○史跡の保存に対する意見が２割以上を占め、他今後の期待等高く評価されている。 

○平成 22年 5月 15 日に開催した現場説明会における参加者へのアンケート結果についてその概要を示す 

【調査の概要】 

調査方法：現場説明会参加者に調査票を配布し、説明会終了時に回収 

調査項目：説明会開催情報の入手手段、説明内容への評価、説明会での印象、意見・感想（自由回答） 

回答者数：815 人（うち市内の回答者 490 人）（現場説明会参加者数：約 3,000 人） 

 

２）「国司館と家康御殿整備活用検討懇談会」による提言 

■整備活用への基本的考え方 

(1)国史跡の保存と史跡の歴史的価値を知ってもらう整備を大前提としながら、地域の商店が

出店して物販ができるような整備を行い、地域の活性化と市内外から人が集まるにぎわいと

魅力ある空間を創出します。 

(2)学術的調査研究成果に基づく歴史的事実に忠実な国司館の復元及び家康御殿のあった悠久

の歴史の風情を感じることができる空間と、シンボル的な施設の整備を推進します。 

(3)当該地外にちゅうバスや来訪者向けの駐車場が整備できる場合は指定地内に設置しない

が、それができない場合は、指定地内に駐車場等を設置するなど、多くの来訪者が安全、安

心に滞在できる便益施設を整備します。 

(4)御殿地地区と大國魂神社、国衙跡、JR 府中本町駅、善明寺や高安寺及び熊野神社古墳など

の近隣の歴史的・観光的資源を個々ではなく一体的に活用していくために、バスだけでなく、

歩き見てめぐることができる「歴史の道」などを整備し、個々の資源を相互に連携させてい

くことで、歴史と伝統ある府中のまちづくりにつなげていきます。 

 

■具体的な提言 

(1)地域拠点としての JR府中本町駅前の賑わいと魅力ある環境整備 

・地域住民がまずは魅力を感じられるような整備 

・御殿の観光的再現、物販等への活用や、イベント広場の設置 

・芸術・文化団体の発表の場、各種祭礼との連携 など 

(2)歴史の風情を感じることができる空間とシンボル的な施設等の整備 

・国司館の復元整備 

・歴史公園のようなテーマパーク、徳川家ゆかりの資料を集めた展示室の設置 

・武蔵野の森の一部復元、四季折々の名所となる華やかさのある植栽帯設置 など 

(3)多くの来訪者が安全、安心に滞在できる便益施設の整備 

・JR との協力による史跡指定地外でのバスターミナルや駐車場の設置 

・トイレ、休憩スペースの設置 など 

(4)資源の相互連携による歴史と伝統あるまちづくりの推進 

・市内の歴史文化施設、観光施設などの市内めぐりバスの整備 

・キャッチコピーや解説版、イメージキャラクターの開発 

・国分寺との連携強化 など 

 

○本懇談会は、武蔵国府跡（御殿地地区）を整備、活用していくにあたって、市民主体の具体的な検討を

行うために、昨年度府中市教育委員会の依頼を受けて設置されたものである。 

○ここでは、本懇談会の意見交換や協議を経て取りまとめられた、本史跡の保存、整備及び活用に向けた

提言について、その概略を示す。 

 

 

 

図 現場説明会資料（一部） 
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１）史跡の保存に関する課題 

３．史跡の保存・活用に向けた課題 

 

２）史跡の整備活用に関する課題 

図 調査地区付近の地形復元図 

出典：府中市埋蔵文化財調査報告第 51 集武蔵国府跡（御殿地地区） 

①時代の異なる重要な遺構が重複して検出 

・古代の武蔵国府関連遺構と、中世から近世にかけての府中御殿関連遺構がおなじ場所から検出さ

れ、両者ともに我が国において歴史上重要な遺跡である。 

・武蔵国府跡に関連する国司館跡の保存を前提としつつ、府中御殿関連遺構の保存が求められてい

る。 

②国司館跡の全体像の把握が困難 

・国司館跡と考えられる四面廂付の建物群跡が発掘されているが、脇殿など一部が失われており、

また区画施設が不明であるなど、国司館の全体像の把握が困難である。 

③史跡保存のための周辺環境保全 

・古代や近世など、富士山や多摩の横山（多摩丘陵）などへの眺望の場であったが、周辺の中高層

建築の立地等により、眺望の確保が困難となっている。 

・隣接する鉄道施設など史跡指定地は都市施設に囲まれており、史跡指定地との景観上の調和を図

る必要がある。 

 

 

府中街道の切り通しによって失わ

れたと想定される東の脇殿 

往時の良好な眺望を得るための視点場の形成や周辺の都市施設等との景観的な調和が必要 

駅からのアプローチの確保（史跡指定地へのアクセス性向上） 

府中街道から史跡指定地への眺め 

①史跡の整備と駅前の賑わいと魅力ある空間の創出の両立 

・JR 府中本町駅に隣接する史跡であり、史跡の歴史的価値への認知を高めるとともに、地域の活力

向上に資する賑わいづくりとしての活用方策の検討が必要である。 

・史跡の保存整備にあたって、景観形成や史跡地の利活用、周辺とのつながりや眺望などの検討が

重要であり、そのためにも JR 東日本、JRA 東京競馬場等関係機関との連携が必要である。 

②重複する史跡に関する歴史的空間や施設の表現方法の検討 

・時代が異なる史跡が重複し、武蔵国府に関連する国司館跡が極めて重要な史跡である一方で、地

区の名称の由来となった府中御殿に対する認知度は高く、国司館への理解を高めるための空間や

施設の表現方法の検討が必要である。 

・国司館と御殿の立地の関連性など、史跡の本質的価値の保存を前提としつつ、重複する重要な歴

史資源の活用方策の検討が必要である。 

③都市活動との調和や関連施設整備の検討 

・都市活動の拠点である駅前の立地であり、史跡の歴史文化が体験できるような演出や空間づくり

の検討とともに、駅からのアクセス性の向上を図るなど、都市活動と調和した利活用しやすい環

境づくりが必要である。 

・史跡指定地の利活用方法とそれに応じた便益施設の整備、管理体制などの検討が必要である。 

④周囲の関連遺跡や文化施設などとの相互連携の強化 

・国衙跡など武蔵国府関連遺跡や、大國魂神社の東照宮など徳川将軍関連の文化施設などが多数有

り、歴史文化の重層性や連続性を体感できるよう、周辺の関連する遺跡や文化財、文化施設等と

の連携を強化することが必要である。 

・史跡を巡る歩行者ネットワークや案内など、史跡地周辺の整備や仕組みづくり等が必要である。 
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国衙エリア 

 

府中崖線 

 

１）史跡の本質的価値について 

４．史跡の保存・活用の方向性の検討 

 

●国府形成過程を示す武蔵国府の館建造物群の配置 

・武蔵国の国庁造営以前につくられた国司の館で、整然と規則的に配置された建物 

・国衙との位置関係や景観などから府中の文化的環境の一等地に立地していること 

●古代からのいわれを踏まえた徳川御殿地の記録 

・国司の権威を引き継ぐ徳川将軍家の御殿の立地 

●武蔵野台地と多摩川低地をつなぐ府中崖線突端部の風光明媚な立地特性 

・富士山や万葉集に謳われる多摩の横山（多摩丘陵）を見渡す眺望の場 

●周辺の歴史的環境と一体となった人々の営みが行われていた場 

・様々な時代の営みが重なり、広がっていた地域 

２）保存・活用にあたっての基本的考え方 

【保存・活用にあたっての前提条件】 

１．武蔵国府・国司館と想定される遺構の保護を前提とした保存整備とする 

２．史跡指定地内の府中御殿と想定される遺構について観光資源としての活用を検討する 

 

 

【保存・活用に向けた基本的考え方】 

①史跡の本質的価値の保全と史跡に対する理解の促進 

・武蔵国府・国司館への理解を深めるための環境整備を図ることを基本とし、優れた眺望の場

を体感できる空間づくりや演出など、国司館の歴史的価値の理解を高める空間形成を図る。 

②都市活動の拠点としてふさわしい賑わいと魅力ある環境整備 

・地域の歴史文化を学び楽しむとともに、地域の活動や祭礼、イベント等の場として活用でき

るよう、都心の貴重なオープンスペースとしての環境整備を図る。 

③歴史文化を体感できる演出・空間づくり 

・武蔵国府・国司館の時代・歴史文化を感じられる空間的特徴や景観の形成とともに、国府の

はじまりや中世、近世の御殿など時代の重層性が感じられる演出、情報発信等に資する環境

づくりを行う。 

④歴史文化を学び、楽しみ、活動する場にふさわしい快適な環境整備 

・史跡指定地に訪れる多くの人々が、安心して滞在し、活動できるよう、歴史的空間との調和

に配慮した便益施設等の整備検討を行う。 

⑤近隣の歴史や都市的資源を生かした相互連携の強化 

・古代の武蔵国府や近世のまちが成立した地形的な特徴やその規模、また国府から御殿の立地

など歴史的な経緯やその重層性を体感できるよう、個々の歴史文化資源の保全と相互連携を

図る。 

 

 

公開空地 

 

武蔵国府関連遺構 

府中御殿関連遺構 

 

史跡指定地 
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①遺構保護を前提とした整備 

・武蔵国府・国司館に関連する建物群の遺構保護 

・府中御殿に関連する建物や塀等の遺構保護 

 

②国司館への理解を深める本質的な価値の情報発信 

・国司館の建物群遺構の表面表示 

 特に重要な建物、これと同時期に立地していた建物など、国司の館の特徴

を伝える 

・高低差の復元（府中街道からのアプローチ用道路を廃止し、平坦地とする） 

・ガイダンス施設の整備 

 

③国司館の空間構成や利用しやすさに配慮したアプローチ環境の整備 

・府中本町駅、史跡北部道路とのつながり（歩行者のアクセスしやすさ、サ

ービス動線等）に配慮 

・府中街道や国衙、大國魂神社とのつながり（アクセスしやすさ、視認性等）

に配慮 

・史跡の利用形態等を踏まえた動線計画の検討 

・史跡への認知を高めるアプローチの演出、空間の形成 

・府中街道からの視認性を確保するため、切り通し道路のよう壁の修景整備 

・駐車場、駐輪場の必要性の検討 

 

④史跡地内からの眺め、景観に配慮した修景整備 

・南の多摩川、多摩丘陵（多摩の横山）への眺望の活用（視点場の整備等） 

・東の大國魂神社等の緑（杜）への眺めの活用（緑を背景とした史跡の空間

づくり） 

・府中街道沿道の建物高さの規制など、史跡周辺の景観誘導 

・マンション、駅舎等に対する修景 

 

⑤標識、説明板等の設置・史跡指定地の保存・活用整備 

・本史跡の標識と、他関連する案内板等とのデザイン調整 

・国司館と御殿の立地のつながりなど、地域性・いわれなど歴史・ストーリ

ーの解説や情報発信 

 

⑥活用方法と必要な便益施設整備やマネジメント体制の検討 

・賑わいづくりに資する環境づくり、広場的空間の確保ならびに必要な便益

施設（トイレ、休憩所等）の整備検討 

・市民等参加による利活用方法やマネジメント体制等の検討 

４．史跡の保存・活用の方向性の検討 

 

３-1） 保存・活用整備の方向性の検討（史跡指定地内） 

■駅からの景観形成 

・大國魂神社の境内、緑を借景と

して活用 

 

■隣地との連続性確保 

・隣接する公開空地との連続性の確保

（多摩丘陵への視認性、公開空地に

おける視点場へのアクセス等） 

 

 

■府中街道沿道修景 

・府中街道からのアクセス道路を

埋め戻し、切り通し部のよう壁

の修景整備 

 

 

 

■鉄道部修景 

・鉄道関連施設の修景整備 

 

 

 

■国衙・大國魂神社とのネットワーク 

・歴史の連続性などの演出、視認性や

アクセス性の向上 

 

 

武蔵国府関連遺構 

府中御殿関連遺構 

 

■駅からのアプローチの検討 
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①調査研究の推進 

・武蔵国府関連遺跡をはじめ、御殿に関わる歴史文化等の調査研究の深化と情報発信 

 

②大國魂神社とのつながりを強化 

・国司館と国衙、御殿と東照宮などのつながりを体感するための案内や解説板などガイダンス機

能の強化、及び景観やデザインの統一などによるつながりの表現・演出 

 

③周辺に点在する歴史的資源等とのネットワークの強化・充実化 

・周辺の文化財や文化施設を散策してまわることができる歩行者・自転車ネットワークの強化 

（既存の緑道等とのつながりとサイン整備、安全な歩行者空間の確保など） 

 

④既往施設とのガイダンス機能の連携 

・ふるさと府中歴史館や郷土の森博物館など、既存の文化施設との連携 

４．史跡の保存・活用の方向性の検討 

 

３-2） 保存・活用整備の方向性の検討（周辺地域） 

《参考》保存・活用整備の方向性の検討（H23 懇談会の提言における導入施設等） 

●大國魂神社、他歴史的資源

とのネットワークの強化、

充実化 

●眺望景観への配慮（史跡のバッファ

として位置づけ） 

●沿道景観の歴史的環境へ

の調和に配慮 

●にぎわいとおもてなしの

空間づくり ①地域拠点としての賑わいと魅力ある環境整備 

・御殿の観光的再現、観光グッズや地元特産品の販売店舗としての活用 

・多目的なイベント広場の設置、定期的なイベントの開催 

・芸術・文化団体の発表の場となる会場の確保 

・JR との協力による駅利用者が訪れやすい環境整備 

・各種祭礼など祭りとの連携によるにぎわい空間の創出 

・受益者負担を原則とした管理運営方法の検討 など 

②歴史の風情を感じることができる空間とシンボル的な施設等整備 

・国司館の復元 

・武蔵国府歴史公園のようなテーマパークの設置 

・武蔵野の森の一部復元、華やかさのある植栽帯や大賀ハスの蓮池などの設置 

・徳川家ゆかりの資料を集めた展示室の設置 

・小中学校の児童等にわかりやすい見学施設整備、学校教育との連携 など 

③多くの来訪者が安全、安心に滞在できる便益施設の整備 

・JRとの協力によるバスターミナルや駐車場の整備、できない場合は史跡指定地内でのバス

や駐車場確保の検討 

・便益施設としてトイレ、休憩スペースの設置 など 

④資源の相互連携による歴史と伝統あるまちづくりの推進 

・府中観光協会との連携、観光ガイドの育成 

・市内の歴史文化施設、観光施設など市内めぐりバスの整備 

・キャッチコピーや解説板、イメージキャラクター開発、インターネットの幅広い活用 

・国府市民塾の立ち上げ、市民が気軽に参加し歴史を学ぶ場の形成 

・国分寺との連携、国府・国分寺歴史めぐりツアー開催 など 
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○一時的な立体表現事例としては、次のようなものがみられる。 

 

 ・光による演出 

 

 

 

 

 

 

 ・スマートフォン等を使った情報提供 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地下から遺構を確認           ○周囲の土地利用との調和・都市的利用への配慮 

 

 

 

 

４．史跡の保存・活用の方向性の検討 ―他都市事例にみられる史跡の保存整備事例 

 

○常設の遺構の保存、現地表現方法としては次のような取り組みがみられる。 

・建物（群）： ◆柱跡の表現（平面／立体／架構／復元）、 

◆材料（石材／植栽（藤棚・柱状に選定）／舗装のマーク等） 

◆基壇の復元（石材／コンクリート／表面木材）、柱跡を表現する場合もある 

◆築地塀の復元、門の復元整備 

・遺構（実物）の上に展示施設を整備し、遺構がみえるようにする 

・別の場所に模型展示（屋内／屋外） 

○立体的な表現、施設の復元整備に関しては、調査研究によって明らかになった建物に関して実施され

ている 

○建物の形態意匠などは不明だが、建物の規模を表現するため、藤棚として整備する例などもある 

 

 

 

 

 

古代の都城、官衙跡等の保存整備事例 

都市部・市街地内の遺構展示・活用事例 

遠江国府 御殿遺跡公園（平面） 上野国分寺 築地塀の復元整備 

平城宮跡 大極殿跡（立体） 斎宮跡 1/10 模型展示（屋外） 

ガイダンス施設 

○復元建築物を利用 

 

○復元建築物を解説 

 

藤枝市 史跡志太郡衙跡 資料館 

飛鳥山公園 模型展示（屋内） 

四ツ谷駅地下 江戸城城壁の実物展示 

→藤原宮跡のライトア

ップ事業（光による

区画道路の表現、仮

設的な建物整備な

ど） 

 

→難波宮では、専用アプリをダウンロードし、マーカーが着いた場所でダウンロードすると、

スマートフォンのカメラ機能でみると礎石の上に建築物が現れるソフトを開発。（屋内外で運

用可能）                       偉人と一緒に記念写真も撮れる 

 

→都市的な活動

を妨げず、周囲

の街並みと調

和した整備の

あり方 
 

史跡 長岡宮跡 
大阪市歴史博物館 難波宮復元建物 

武蔵国分寺北東側大溝復元保存 




